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表彰式における賞状授与方法の変更について 
 

 

拝啓、時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

平素は当団体の諸事業に格別のご理解、ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

 さて、これまで各大会の競技日程におきましては、決勝競技終了から表彰式開始までの

間に 30〜45 分程度の時間を設定し、成績が確定した後に賞状を印刷・用意した上で表彰式

を執り行ってまいりました。 

しかしながら、競技終了から表彰式までの待ち時間を短縮し、より円滑な大会運営を行

うため、今後の当団体主催大会における表彰式の運用方法を下記のとおり変更することと

いたしました。 

つきましては、貴連盟内の関係者及び選手への周知をお願い申し上げます。 

 ご不明な点等ございましたら、ＪＢ事務局(担当：鈴木)までご連絡ください。 

敬具 

記 

１．変更の概要（ダミー賞状の導入） 

競技終了後、速やかに表彰式を開始するため、表彰式中には都道府県名や氏名が印刷

されていない「ダミー賞状」を授与いたします。正式な賞状は表彰式の進行中に印刷

を行い、表彰式終了後に配布いたします。 

２．中間表彰など、成績確定から表彰式まで十分な時間がある場合 

ダミー賞状は使用せず、正式な賞状を使用して実施いたします。 

３．チーム戦における授与枚数（表彰式の時間短縮） 

ダミー賞状使用の有無に関わらず、1 チームにつき 1 枚授与することといたします。

正式な賞状（人数分）は、表彰式終了後に配布いたします。 

４．例外措置について 

以下の賞状および大会につきましては、運用の都合上及び関係団体との調整が必要と

なるため、対応方法は別途検討いたします。 

 ・内閣総理大臣賞状及び文部科学大臣賞状（ダミー賞状の用意ができないため） 

 ・日本スポーツマスターズ及び国民スポーツ大会（公益財団法人日本スポーツ協会

との調整が必要なため） 

５．適用時期 

59th Japan Rookies Cup 2026 より順次適用いたします。 

以上 


